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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　外　　観　　　淡黄色の液体　　　沸　　点　ろOO～550℃
　　　　ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

　比重　0．99　　純度94．4％
　　（不純物モノエチルジフェニルrトリエチルジフェニル）

　溶解性

　　　　　　対水　　5ppm以下（T　O　O計による）

　　　　　対ク・ロホルム，n一ヘキサン10000ppm以上

　粋　試料提供先資料による
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5．1

試験期間　　昭和56年11月10日～昭：和57年1月18日

試験方法及び条件

総総三鷹一…一・
　試験条件

i標準活性汚泥濃度
旨

標準条件
30　Ppm

供試物質濃度 100　ppm

逆転条件
100　ppm

30　ppm

試　　験　　期　　間
恥

28日間

試　　験　　装　　置 閉鎖系酸素消費量測定装置
　（揮発性物質用改良型）

52　直接定量分析

（a〕使用分析機器及び条件
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（b）分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　・操作
　　　　　ユ！試　験　液1　300諺　　←添加
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　　1←n一＾耐ン100冠
　　　　　！・撹拌

　　　・振とう

　　　・静置

水　　層 n一ヘキサン層．

レ脱水
1・定容（100認）

i標準条件のみ
　5倍希釈

4．試験結果
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　　　　1ﾊによる結果119， 14 61 77 1　1　i

1標 準丁轟「付図1付表：

lGOによる結果127　52　24　54 2 1
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　　考

試料添加量

マイク・シリンジにて標準条件については50μ、逆転

条件については10μ採取添加した。

試料の比重、純度を考慮すると、各々28．0叩、9ろ刃に相

当する。

クーηメ一夕ーヘのセット状況

次のように試料／汚泥の濃度比の異なる二条件を一台の

クーロメ一夕ー一にセットした

1培一 {器番号　試料濃度（ppm）1汚泥濃度〔ppm）

団 50 100

囮 100 50

固 100 50

因 て00

固 50 100

固 50
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　　　クー・メーター外の25士1℃に調整された条件下で並行

　　　して（水＋試料）系をセットし、直接定量分析に用いた。

5・5　終了時の試験液観察結果

　　　（水＋試料）系：試料の残存が認められた

　　　（汚泥＋試料）系：汚泥の増殖がみられた　、・

5、4　GCによる分解度について

　　分解度はジエチルジフェニルに相当する全ピークの和を

　　　もとにして算出した。

　　各ピーク毎の分解度については参考資料一1に示す。

5．5　汚泥の活性について

　　本試験ではアニリンによる汚泥の活性チェックを行なつ

　　ていないため、同一・ツトの汚泥によるアニリンの7日

　　　目の分解度（65％）を活性度の参考とした。

以　上
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